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今月の表紙｜阿木名まちづくり委員のみなさんと HUBd! の前で（撮影日：平成 31 年２月３日）

今月のトピックス｜ 3 月 1 日（金）～ 5 月 10 日（金）第 27 回奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会の申込がスタート

絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 平成 31 年 1 月末

人口｜合計
8,823 人（ 前月比減：12）　

人口｜男
4,279 人（ 前月比増：5）

人口｜女
4,544 人（前月比減：17）　

世帯数｜合計
5,143 世帯（ 前月比減：15）　

広報せとうち 月号３平成 31年
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碩：話し合いの中で集落の行事が敬老会と豊年祭だけで

いいのかという話やだんだん集落が衰退していくのでは

ないかという話があり、何とかして集落を活性化してい

かなければという思いから始まりました。「どのような

組織を作ろう」となった時に、いろんな各部門を作って

集落の全員が参加しながらやろうとなりました。行政が

できないことを集落で考えて、集落のかゆい所に手が届

くようなことをやりましょうと始めたのがまちづくり委

員会です。集落委員会とまちづくり委員会が話し合いな

がら一心同体としてやっています。

―活動の中で思い出のエピソードはありますか。
勝目：昨年５月に阿木名小中学校創立記念のバレーボー

ル大会に参加していて、優勝した打ち上げを改修中の

HUBd でしていた時の話です。まだ施設がボロボロで土

間に床が張ってない状態の中、6 人くらいで最初は打ち

上げをしていたのですが「集落の中心でなんだか " わい

わい " しているぞ」と近所の皆さんがどんどん集まって

きて、最後は打ち上げだけじゃなく、よくわからない飲

み会になっていて（笑）。私は移住者ですけどそこで知

り合った方がいて、今でもお世話になっています。

―今後どのような場所になって欲しいですか。
碩：山本さんと重なるのですが、「HUB」という「拠点」

ですね。ここに集落の老若男女、子どもからお年寄りま

で集まって、ここで「わいわい、がやがや」する。阿木

名集落をどういうようにつくっていこうかなって活性化

するアイディアがなんでもないような世間話から出てく

るのではないか。そういう雰囲気の中でみんなが集まっ

て交流できる場所であって欲しいなと思います。期待し

ています。

勝目：碩さんと近いことなんですけど、情報が集まる場

になって欲しいです。困っているとき、例えば家を探し

ているとなった時に HUBd に行って話をしたら、ほか

の人に言ってくれて、自然とみんなが助けてくれるよう

な状況が生まれる場所であったらいいなと思います。助

け合いができればいいなと思います。

岩井：皆さんと一緒なんですけど、子どもたちがこの場

所を大いに活用して情報を交換して、将来に役立てるも

のが生まれる場所になってほしいなと思います。

元井：みんなが気軽に集まれる場所です。子どもたちが

自然と学校帰りに集まれるような場所にもなればいいで

すね。

山本：皆さんがおっしゃっている情報交換やコミュニ

ティの場でありつつ、夢が叶えられる場所になって欲し

いです。自分がやってみたいことをチャレンジする気持

ちが生まれて、そこからちょっとした所得になり、ビジ

ネスとして地域が潤うきっかけになるような創業にもつ

ながっていく。そんな一歩が踏み出せる場所になったら、

まちがおもしろくなるのではないかなと思います。

―今後の予定はありますか。
山本：地域の商品開発や次回の地域食堂、グリーンツー

リズムのモデル事業を企画しています。また、大学生と

地域の方の交流事業も考えています。

碩：阿木名だけに限らず、山郷地域全体でまちづくりを

広めていこうと考えています。

―最後にメッセージをお願いします。
碩：HUBd という拠点ができましたので、皆さんに訪れ

て欲しいです。阿木名集落、山郷地域と一緒になって瀬

戸内町を盛り上げていきましょう。

集いながら新たなアイディアを。挑 戦を続ける阿木名まちづくり委員会。
阿木名集落まちづくり委員会のみなさんに、新たにスタートした集落のコミュニティ　施設「HUB a nice d!」、通称「ハブディ」のことや活動内容について聞いてみました。
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地域で商品開発した「みそ」
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―HUBd（ハブディ）はいつ頃からスタートしたのでしょ
うか？
山本：2018 年 10 月末にプレオープンが始まり、今年

の３月末にグランドオープンの予定です。

―HUBd の名前の由来を教えてください。
山本：HUBd は通称で HUB a nice d!（ハブアナイスデイ）

が正式名称です。HUB（ハブ）は「集まる」、「拠点」と

いう意味と島に生息している蛇の「ハブ」という意味が

あり、Have a nice day（ハブアナイスデイ）「良い一日を」

という３つの意味が合わさっています。集落の人やまち

の人が集まる「拠点」になればという願い、「蛇のハブ」

は金運アップという話を聞いたので、創業支援で生業を

作っていく場所として金運が上がるようにという願い、

この施設で過ごす人にとって「良い一日」でありますよ

うにという３つの願いが込められています。呼びやすい

ように「ハブディ」と呼んでいます。「ハブディに行こ

うディ」と話すと島の方言のような感じもします。

―どのような施設なのでしょうか。
山本：現状は創業支援のチャレンジショップカフェだっ

たり、週末居酒屋だったり、飲食業を始めたい人たちの

一歩踏み出す場所として使っています。それ以外にもレ

ンタルスペースとしてハンドメイドの講座だったり、ア

ロマの講座だったり、料理教室だったり、1 日限定イベ

ントの場所として使っています。また、地域食堂の活動

として地域の人たちが多世代で集えるような場所になっ

ています。

―この施設が始まったきっかけを教えてください。
山本：もともと一番初めのきっかけは私が移住してきて、

子育てをしているんですけど子どもと気軽に集まれる場

所が欲しいと思い始めて、空き家を改修してママの居場

所づくりをしたいなと考えていたんです。当時区長さん

をしていた岩井さんに相談して１年くらい空き家を探し

ていました。そうやって話を聞いていくうちにママや子

どもだけではなくて、お年寄りの方も集まれる場所がな

いという話を聞いたときに、ママだけに特化するのでは

なくて多世代が集まる場所があったら、集落の活性化と

か、まちの活性化につながるかもしれないな、とだんだ

んと思いが変わりながら「ハブディ」が始まりました。

岩井：以前から集落ではお年寄りの場所が集まる場所を

作りたいという思いがあったのですが、予算の問題でな

かなかできませんでした。そこに山本さんのママさんと

子どもの居場所づくりの話がありました。集落の中心で

昔に阿木名集落の形成の場として会議をしていた聖地の

ような広場があり、この場所の近くの空き家であればお

年寄りの方が集まれる場所として最適じゃないかと集落

としてお願いした経緯があります。

元井：阿木名集落の公民館は保育所としても活用してい

て、お年寄りが集まれる場所がなかなかありませんでし

た。個人の家に集まって色々な活動をしていたのですが、

これでは長続きしないだろうなと思っていて、そういう

ときにこの場所が活用できたらいいなと思いました。ま

た、これから勝目さんのような移住者や自衛隊の方もい

らっしゃるし、阿木名に入込の方が増えていきます。そ

ういう方にも集落の豊年祭や敬老会に参加して欲しいん

ですけど、なかなか行きづらいと聞いています。そうい

う方とつながりを持てる、顔見知りになれる施設があれ

ば役に立つのではないかと思いました。

山本：それにプラスしてこれから創業したい人たちを後

押しできる場所になればなと思い、今の形になりました。

―まちづくり委員会結成のきっかけを教えてください。
岩井：まちづくり委員会が発足したのは３年前になりま

す。まずは、自衛隊さんの官舎ができて人口が増える。

受け入れ集落として何をすればいいかと考える中でつ

くったのがまちづくり委員会です。以前に阿木名小中学

校の校長をされていた福留校長先生にアドバイスを受け

て作りました。委員会を立ち上げたおかげで、行政の助

成を受けやすくなり集落の協働体制も出来てきたのでは

ないかなと思います。

集いながら新たなアイディアを。挑 戦を続ける阿木名まちづくり委員会。
阿木名集落まちづくり委員会のみなさんに、新たにスタートした集落のコミュニティ　施設「HUB a nice d!」、通称「ハブディ」のことや活動内容について聞いてみました。
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ユ
ネ
ス
コ
へ
「
世
界
自
然
遺
産
推
薦
書
」
再
提
出
！

奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
北
部
及
び
西
表
島
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　図書館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72－ 3799
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎ 0997 － 55－ 8620

　

１
月
22
日
の
閣
議
に
お
い
て
、

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
北

部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
遺
産
登

録
推
薦
書
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
提
出
が
了
解
さ
れ
、
２

月
１
日
に
推
薦
書
を
再
提
出
し
ま

し
た
の
で
概
要
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
資
産
名　

奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島

■
所
在
地　

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県　

日
本
列
島
の
南
端
部
に
約

１
千
２
百
㎞
に
わ
た
っ
て
弧
状
に

点
在
す
る
琉
球
列
島
の
一
部
で
あ

り
、
鹿
児
島
県
の
奄
美
大
島
と
徳

之
島
、
沖
縄
県
の
沖
縄
北
部
と
西

表
島
の
４
つ
の
地
域
か
ら
構
成
さ

れ
る
。

■
資
産
の
面
積
（
奄
美
大
島
の
み

記
載
）

▽
奄
美
大
島
推
薦
地
区

１
万
１
千
６
４
０
㌶

3
月
の
お
知
ら
せ

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　 企画課　泰山☎ 090 － 1919 － 8929 新
鮮
野
菜
は
る
市
を
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ゆ
い
わ
～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所

イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
を
通
じ

て
、
地
元
の
生
産
者
と
消
費
者
が
直
接

関
わ
り
合
う
場
を
作
り
、
地
域
の
絆
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮

な
地
元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品

や
、
雑
貨
類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

平
成
31
年
３
月
10
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近

く
の
農
協
倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し

ま
す
。

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上

原
つ
き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜

果
園
、赤
し
ょ
う
び
ん
、コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
や
よ
み
、
西
古
見
か

ら
の
贈
り
物
な
ど

※
天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

vol.50

▽
緩
衝
地
帯

１
万
４
千
５
０
５
㌶

■
世
界
遺
産
と
し
て
の
顕
著
な
普

遍
的
価
値

　

推
薦
地
は
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
（
Ｃ
Ｒ
）、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
（
Ｅ
Ｎ
）、
ヤ
ン
バ
ル
ク

イ
ナ
（
Ｅ
Ｎ
）
な
ど
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
種

95
種（
そ
の
う
ち
75
種
は
固
有
種
）

を
含
む
陸
生
動
植
物
の
生
息
・
生

育
地
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
地
史

を
反
映
し
、
遺
存
固
有
種
と
新
固

有
種
の
多
様
な
事
例
が
み
ら
れ
、

世
界
的
に
み
て
も
生
物
多
様
性
の

生
息
域
内
保
全
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
自
然
の
生
息
・
生
育
地
を

包
含
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

■
共
同
推
薦
省
庁　

環
境
省
お
よ

び
林
野
庁

■
保
護
担
保
措
置　

国
立
公
園
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 － 72－ 1060
　　　　　　　　衛生センター☎ 0997 － 72－ 1973

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
お
願
い

　
「
自
分
一
人
く
ら
い
い
い
か
…
」、
こ
の
よ

う
な
考
え
で
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
と
、
ご
み

が
回
収
さ
れ
ず
、
周
囲
の
方
の
迷
惑
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い

で
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
ご
み
出
し
ル
ー
ル

①
ご
み
の
分
別

　

ご
み
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で

ご
み
が
減
量
し
、
環
境
保
全
の
ほ
か
、
ご
み

処
理
費
用
を
軽
減
で
き
ま
す
。
瀬
戸
内
町
ご

み
分
別
の
手
引
き
に
従
っ
て
、
正
し
く
分
別

し
て
下
さ
い
。

②
町
指
定
の
ご
み
袋
を
使
用

　

町
指
定
の
ご
み
袋
以
外
の
袋
に
入
れ
て
い

る
も
の
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に

　

ご
み
集
積
所
は
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
で
管

理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
他
の
地
域
の
集
積

所
へ
持
ち
込
ま
ず
に
、
ご
み
は
必
ず
各
地
域

の
皆
さ
ん
で
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
下

さ
い
。

④
決
め
ら
れ
た
時
間
・
曜
日

　

収
集
日
は
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

を
し
、
収
集
日
の
朝
７
時
30
分
か
ら
朝
８
時

30
分
ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。

　

収
集
後
や
収
集
前
日
、
夜
間
に
は
出
さ
な

い
で
下
さ
い
。
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②『沖縄アンダーグラウンド』　藤井 誠二 / 著

③『それでも空は青い』　荻原 浩 / 著

④『凍った脳みそ』　後藤 正文 / 著

⑤『定年後の断捨離』　やました ひでこ / 著

⑥『常設展示室』　原田 マハ / 著

「わにわに」シリーズの挿絵で人気の絵本作家・画家の山口マオさんがやってきます！

■日時　平成 31 年 3 月 21 日（木）春分の日　午後 1 時～ 4 時

■場所　図書館・郷土館 2 階　視聴覚室

■内容

【講演会】午後１時～午後２時 10 分

作品作りのひみつについておはなしをしてもらいます。

・対象：子どもから大人まで、どなたでも

【ワークショップ】午後２時 30 分～午後４時

「みんなでかこう！大きなわにわに」（仮）

・対象：小学生以上

・参加人数：20 名（事前申し込みが必要です）

②『みずとはなんじゃ ?』　かこ さとし / 著

③『5 分間のサバイバル　1 ねんせい』　韓 賢東 / 作

④『金栗四三』　大谷 じろう / まんが

⑤『うみのごちそうしろくま』　柴田 ケイコ / 作・絵

⑥『もももすももも』　新井 洋行 / 作

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎ 0997 － 72 － 3799

町立図書館だより

一般書の新着 児童書の新着

『イラストでわかる疲れないカラダ

の使い方図鑑』木野村　朱美 / 著

　日常動作がたった 2 ステップでラ

クになる！日常の中で感じる “ しん

どい動き ” を取り上げ、カラダ本来

の構造に照らし合わせながら、疲れ

ないカラダの使い方をイラストでわ

かりやすく紹介。

『奄美の空にコウモリとんだ』

　木元　侑菜 / 文

　鹿児島県の奄美大島は、めずらしい動

物の宝庫。なかでも謎が多いのはコウモ

リで、調査ではつねに新しい発見があり

ます。観察者の女性の視点から、コウモ

リの生態や集団で生活する様子を、たく

さんの写真とともに紹介します。

　

島
の
保
健
室
事
業
で
使
用
し
て

い
る
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
加
計
呂
麻

島
の
子
ど
も
達
が
描
き
ま
し
た
。

　

車
両
２
台
に
合
計
10
名
の
子
ど

も
達
の
デ
ザ
イ
ン
を
載
せ
て
い
ま

す
。
島
内
で
車
両
を
見
か
け
た
際

は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
は
俵
中

学
校
跡
地
に
て
看
護
師
が
困
り
ご

と
の
相
談
（
島
の
保
健
室
事
業
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
デ
ザ

イ
ン
見
学
に
合
わ
せ
て
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

島
の
保
健
室
事
業
の
案
内

■お問合わせ先　島の保健室☎ 080 － 8562 － 3018

山口マオさんによる講演会及びワークショップの案内

「わにわに」シリーズの絵本
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■お問合わせ先　農林課　営農畜産係☎ 0997 － 72 － 1174

■お問合わせ・申込先　〒 894-1592　瀬戸内町古仁屋船津 23 番地
　　　　　　　　　　　瀬戸内町教育委員会　総務係☎ 0997 － 72 － 0113

■お問合わせ・申込先　古仁屋児童クラブ☎ 080 － 1742 － 7195（福山）

平
成
31
年
度
瀬
戸
内
町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
生
募
集

平
成
31
年
度
古
仁
屋
高
等
学
校
「
紫
雲
寮
」

調
理
業
務
委
託
募
集

学
童
保
育
指
導
員
の
募
集

農
業
経
営
を
目
指
す
人
材
（
担
い
手
）

を
募
集
し
ま
す

　

本
町
に
お
い
て
農
業
経
営
を
希
望
す

る
者
に
対
し
て
、
農
業
の
基
礎
知
識
・

経
営
方
法
、
技
術
に
関
す
る
実
地
研
修

を
行
い
な
が
ら
、
農
業
で
自
立
を
目
指

す
人
材
を
育
成
・
支
援
し
、
本
町
の
農

業
振
興
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
研
修
期
間

平
成
31
年
７
月
か
ら
１
年
間

■
研
修
品
目

　

重
点
振
興
品
目
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
・
タ
ン
カ
ン
・
カ
ボ
チ
ャ
等
）

■
研
修
資
格

①
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択
し
，
か
つ

研
修
品
目
を
希
望
す
る
も
の
で
，
自
主

的
努
力
を
基
本
に
自
立
経
営
農
家
を
め

ざ
し
た
就
農
意
欲
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
者

②
本
町
に
住
所
を
有
し
，
研
修
後
も
本

町
に
お
い
て
農
業
に
従
事
で
き
る
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
者

③
地
域
社
会
と
融
和
し
，
中
核
的
な
担

い
手
と
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
者

■
応
募
資
格

①
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
満
年
齢
20
歳

以
上
の
者
及
び
事
業
所
等

②
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
及
び

事
業
所
等

③
町
税
及
び
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者
（
同

一
世
帯
含
む
）
及
び
事
業
所
等

④
食
品
衛
生
責
任
者
の
資
格
を
有
す
る
者
及

び
そ
の
資
格
を
有
す
る
者
が
い
る
事
業
所
等

■
応
募
期
間

平
成
31
年
２
月
25
日
（
月
）
～
平
成
31
年
３

月
15
日（
金
）（
土
日
、祝
日
除
く
）※
郵
送
可
、

３
月
15
日
（
金
）
午
後
３
時
必
着

■
申
込
手
続

▽
個
人　

履
歴
書
を
教
育
委
員
会
総
務
課
総

務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
事
業
所
等　

社
名
、
代
表
者
名
、
事
業
所

等
の
沿
革
・
実
績
が
わ
か
る
も
の
（
そ
れ
に

代
わ
る
も
の
で
も
よ
い
）・
調
理
員
名
簿
を

教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ど
ち
ら
も
食
品
衛
生
責
任
者
を
証

明
で
き
る
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
（
写
可
）

■
採
用
方
法　

書
類
選
考
で
実
施

※
採
用
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
雇
用
期
間
（
年
間
契
約
）

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31
日

■
職
種　

調
理
業
務

■
職
種　

学
童
指
導
員

■
仕
事
内
容　

放
課
後
児
童
の

生
活
・
あ
そ
び
の
支
援

■
勤
務
地　

古
仁
屋
小
学
校
内

■
資
格　

特
に
な
し
（
子
ど
も

に
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る

方
）
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
な
ど
の
資
格
保
持

者
を
優
遇

■
勤
務
時
間

▽
常
勤
（
専
任
）

 

平
日
午
後
１
時
30
分
～
午
後

７
時

土
曜
日
・
長
期
休
み
期
間
（
シ

フ
ト
制
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
た
は

午
前
10
時
～
午
後
７
時

▽
パ
ー
ト

午
後
２
時
～
午
後
６
時
の
間
で

２
～
３
時
間 

※
週
数
日
で
も
可（
２
～
３
日
）

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
賃
金

時
給
８
５
０
円
～
９
０
０
円

④
概
ね
18
歳
か
ら
60
歳
以
下
の
健
康
な

者
で
新
規
就
農
を
志
す
者

⑤
自
己
資
金
等
の
条
件
が
整
っ
て
お

り
，
農
地
の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
者

■
研
修
内
容

①
農
業
基
礎
講
座
に
よ
る
栽
培
理
論
、

農
業
経
営
等
の
研
修

②
本
町
の
重
点
振
興
品
目
の
栽
培
技
術

研
修
及
び
研
修
施
設
を
活
用
し
た
実
践

研
修

③
そ
の
他
就
農
に
向
け
た
各
種
研
修
会

の
実
施

■
募
集
期
間

平
成
30
年
４
月
26
日
（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

　

研
修
申
込
書
等
は
、
農
林
課
に
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

タンカン
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平成 31 年 3 月休日当番医のお知らせ

休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

日付 当番医 診療時間
3 月 2 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 通常 午後

3 月 3 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

3 月 9 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 通常 午後

3 月 10 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

3 月 16 日（土） へき地診療所 午前 午後

3 月 17 日（日） へき地診療所 午前 午後

3 月 21 日（木）祝日 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

3 月 23 日（土） いづはら医院 通常 午後

3 月 24 日（日） いづはら医院 午前 午後

3 月 30 日（土） 南大島診療所 通常 午後

3 月 31 日（日） 南大島診療所 午前 午後

■診察時間
午前：午前９時から正午まで
午後：午後２時から午後５時まで
※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合があり
ますので、事前に各医療機関にお問い合
わせください。

夜間の診察は、かかりつけ医に事前に
電話にてご相談ください
　日頃から何でも相談できる「かかりつ
け医」を持ち、早めの受診を心がけましょ
う。救急車については、救急隊が搬送先
を選定します。

■町内医療機関の電話番号
いづはら医院 ☎ 0997 － 72 ー 3307 瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 － 73 ー 1111
へき地診療所 ☎ 0997 － 72 ー 3211 南大島診療所 ☎ 0997 － 72 ー 0107

休日当番医予定表

■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

〈
所
得
の
目
安
〉１
１
８
万
円
＋{

扶

養
親
族
等
の
数
×
38
万
円}

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月
初
め
に

再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。
引
続

き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例

申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
31
年
度
も
引

続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に

基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

を
発
送
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
平
成
31
年
度
の
申
請
が
で
き
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要

で
す
。）

　

な
お
、
平
成
31
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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■お問合わせ先　商工観光課☎ 0997 － 72 － 1115 振
込
め
詐
欺
多
発
！
そ
の
振
込
み
大
丈
夫
で
す
か
？

電
話
や
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
で
お

金
を
要
求
さ
れ
た
ら
要
注
意
！

　

不
審
な
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
が

届
い
て
も
、
あ
わ
て
て
案
内
さ

れ
て
い
る
電
話
番
号
に
連
絡
し

な
い
こ
と
や
心
当
た
り
の
な
い

請
求
に
は
応
じ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

瀬
戸
内
町
内
に
お
い
て
も
振

り
込
め
詐
欺
の
情
報
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
を
す
る
前
に
、
支
払
う

前
に
一
人
で
悩
ま
な
い
で
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■瀬戸内町の身近な消費者相談窓口
鹿児島県消費生活センター☎ 099 ‐ 224 ‐ 0999

鹿児島県大島消費生活相談所☎ 0997 ‐ 52 ‐ 0999

瀬戸内町商工観光課☎ 0997 ‐ 72 ‐ 1115

平成 31 年 4 月以降に発行する納付書（バーコードが印刷されているもの）から全国のコンビニエンスストア ( 以下、「コンビニ」)

でも納付することが可能になります。

また、リアルタイム口座引き落としサービス（PayB ※１、LINE Pay ※２）での収納も可能になります。

※１．PayB は 30 万円までの納付書に対応しています。

※２．LINE Pay は、上水道使用料および簡易水道使用料の 5 万円までの納付書に対応しています。

夜間や休日を問わず納付できるので、平日の昼間に納付することが難しかった方などは、ぜひご利用ください

■以下の納付書はコンビニでお支払できません

バーコートのないもの、汚れや破損でバーコートが読み取れないもの、金額を訂正しているもの、納付書 1 枚当たりの金額が

30 万円を超えるもの、納付期限を過ぎたもの

■納められる税金等

住民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者保険料、上水道使用料、簡易水道使用料、介護保険料、

土地貸付料、農業集落排水使用料、公営住宅利用料、教員住宅使用料、保育所利用料、幼稚園利用料、学校給食費

■取扱いコンビニ

▶島内のコンビニ　ファミリーマート

▶その他コンビニ（順不同）　MMK 設置店、セブン―イレブン、ローソン、デイリーヤマザキ、ヤマザキデイリーストアー、

ヤマザキスペシャルパートナーショップミニストップ、コミュニティ・ストア、ポプラ、生活彩家、くらしハウス、スリーエイ

ト、セイコーマート、ハマナスクラブ

■お問い合わせ

納付書に関するお問い合わせは、瀬戸内町税務課収納係（0997-72-1117）まで。

税および料金の内容は、各担当課へお問い合わせください。

町税等のコンビニ収納が開始
町税等の納付が便利に

コンビニで納付できる納付書には、バーコードが印刷

されています。

バーコードの印刷のない納付書は、町会計窓口または

納付書裏に記載のある金融機関で納付してください。

新しいバーコード付きの納付書

見本
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■お問合わせ先　社会教育課☎０９９７－７２－２９０５

■お問合わせ先　あまみシマ博覧会事務局　担当：榮野☎ 0997 － 52 － 9618
　　　　　　　　メールアドレス　shimahaku@gntamami.jp

■お問合わせ先　商工観光課内　きゅら島受入協議会☎ 0997 － 72 － 1115

瀬
戸
内
町
青
少
年
育
成
基
金
と

瀬
戸
内
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
寄
附

２
０
１
９
あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
出
展
者
募
集
に
つ
い
て

に
っ
ぽ
ん
丸
寄
港
に
伴
う
出
店
事
業
者
を
募
集

瀬
戸
内
町
青
少
年
育
成
基
金
へ
寄
附
が

あ
り
ま
し
た

「
日
本
基
督
教
団
瀬
戸
内
教
会　

か
な

保
育
所
」
様
か
ら
一
金
５
千
円
、「
昭

和
37
・
38
・
39
年
同
窓
生
一
同
」
様
か

ら
一
金
３
万
円
、「
宮
畑
豊
」
様
か
ら

一
金
10
万
円
の
御
寄
附
を
頂
き
ま
し

た
。

　

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
た
め
の
財

源
と
し
て
、
大
切
に
運
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瀬
戸
内
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
寄
附
が

あ
り
ま
し
た

「
昭
和
46
年
同
窓
生
一
同
」
様
よ
り
、

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
９
団
体
に
対
し

45
万
円
の
御
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
46
年
生
を
代
表
し
て
森

山
さ
ん
か
ら
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
監
督
の
川
井
さ
ん
へ
寄
附
金
が
手
渡

さ
れ
、「
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の

財
源
と
し
て
、
大
切
に
運
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
の
お
礼
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
と
は
奄
美
群
島
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
観
光
客

向
け
に
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
体
験
事
業
者
の
募
集
に

な
り
ま
す
。

■
募
集
内
容　

島
民
も
観
光
客
も
楽
し
め

る
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、複
数
応
募
可
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
地
元
の
人
と

触
れ
合
い
、
奄
美
の
魅
力
を
感
じ
て
ら
い

ま
し
ょ
う
！
ぜ
ひ
、
瀬
戸
内
町
な
ら
で
は

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
！（
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

集
落
散
策
、
郷
土
料
理
体
験
、
三
味
線
体

験
、織
り
体
験
、染
め
体
験
、そ
の
他
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
な
ん
で
も
あ
り
で
す
。

■
場
所　

奄
美
群
島
全
域

■
開
催
期
間　

２
０
１
９
年
７
月
１
日

（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）
※
通
年
で
の

開
催

■
料
金　

１
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
、
夏

季
（
７
～
11
月
）
も
し
く
は
冬
季
（
11
～

翌
年
３
月
）
に
限
定
し
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
３
千
円
、
通
年
で
開
催
す
る
も
の
は

６
千
円

※
６
ヶ
月
以
上
開
催
す
る
も
の
に
関
し
て

は
通
年
開
催
と
し
て
６
千
円

■
申
込
期
間　

３
月
15
日
（
金
）
※
必
着

■
出
店
管
理
に
関
し
て

①
出
店
管
理
は
、
瀬
戸
内
町

役
場
商
工
観
光
課
が
担
当
と

す
る
。

②
食
品
衛
生
法
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
・

景
表
法
等
の
関
係
法
令
な
ら

び
に
商
工
観
光
課
の
依
頼
事

項
を
遵
守
し
、
安
心
・
安
全

な
食
品
の
販
売
に
努
め
る
こ

と
。（
覚
書
を
提
出
）

■
出
店
条
件

①
出
店
料
を
事
務
局
に
対
し

て
支
払
う
こ
と

②
必
要
な
備
品
を
各
自
で
準

備
す
る
こ
と

③
事
務
局
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

記
入
す
る
こ
と

■
注
意
事
項

　

規
則
を
守
ら
な
い
場
合

は
、
途
中
で
出
店
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
ま

た
は
商
品
管
理
の
事
故
に
つ

い
て
奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協

会
並
び
に
瀬
戸
内
町
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

■
日
時　

４
月
23
日
（
火
）、

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分

■
料
金

　

１
ブ
ー
ス
１
千
円
。
１
事

業
者
２
ブ
ー
ス
ま
で

※
１
８
０
０
㌢
×
45
㌢
の
１

テ
ー
ブ
ル
で
１
ブ
ー
ス

■
場
所

せ
と
う
ち
海
の
駅

■
定
員

出
店
事
業
者
は
、
せ
と
う
ち

海
の
駅
内
１
階
広
場
に
て
最

大
10
事
業
者
と
し
、
定
員
を

超
え
る
募
集
が
合
っ
た
場
合

は
事
務
局
に
て
選
定
す
る
。

■
申
込
方
法
・
申
込
期
限　

事
務
局
へ
連
絡
、
３
月
29
日

（
金
）
ま
で
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■
応
募
資
格

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
野
菜
や
花

の
栽
培
を
通
じ
て
自
然
に
ふ
れ

あ
い
、
農
作
業
に
親
し
む
と
と

も
に
、
豊
か
な
余
暇
生
活
が
実

現
で
き
る
よ
う
市
民
農
園
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
楽
し
み
と
し
て
、

ま
た
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
土
に

触
れ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

実
感
し
な
が
ら
農
作
物
の
収
穫

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
場
所　

瀬
戸
内
町
嘉
鉄

※
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
に
限

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
～

３
月
15
日
（
金
）

※
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
は

15
日
必
着

■
応
募
資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
受
付
場
所

役
場
３
階
農
林
課
農
政
係

■
抽
選

　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
助
成
事
業

　

瀬
戸
内
町
少
年
消
防
団
は
、
活

動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
個
人
装
備
品
の
資
機
材

を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
配
備
し
ま

し
た
。

　

瀬
戸
内
町
少
年
消
防
団
は
平
成

29
年
に
結
成
し
、
消
防
訓
練
や
火

の
用
心
に
関
す
る
夜
回
り
な
ど
各

種
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
や
消
防
団
員
と
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
地
元

に
残
る
担
い
手
を
育
成
し
将
来
の

進
路
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

６
年
生
最
後
の
演
奏

　

今
年
１
年
間
の
練
習
の
成

果
を
家
族
や
友
達
、
先
生
、

地
域
の
方
々
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、演
奏
し
ま
す
。

　

６
年
生
に
と
っ
て
は
小
学

校
生
活
最
後
の
演
奏
に
な
り

ま
す
。

　

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演

■
場
所

　

古
仁
屋
小
学
校
体
育
館

■
料
金　

無
料

　

１
月
15
日
、
加
計
呂
麻

島
瀬
相
港
で
災
害
等
の
緊

急
時
に
お
け
る
迅
速
・
的

確
な
対
応
に
万
全
を
期
す

る
た
め
、瀬
戸
内
警
察
署
、

古
仁
屋
海
上
保
安
署
、
瀬

戸
内
消
防
分
署
の
三
機
関

合
同
に
よ
る
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
規
模
災
害
等

発
生
を
想
定
し
、
海
上
保

安
署
の
巡
視
艇
「
い
そ
な

み
」
で
警
察
官
、
救
急
救

命
士
等
を
搬
送
す
る
訓
練

や
傷
病
者
を
巡
視
艇
内
に

搬
送
し
て
の
救
命
救
急
措

置
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
俵
港
で

は
「
島
の
保
健
室
」
の
診

療
看
護
師
中
村
幸
代
さ
ん

も
参
加
し
、
関
係
機
関
と

災
害
時
等
の
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

防
災
の
基
本
は
、

「
自
助
」
―
自
ら
の
命
は

自
分
で
守
る

市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

宝
く
じ
助
成
事
業

古
仁
屋
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

関
係
機
関
で
緊
急
時
の
訓
練
を
実
施

３
月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
の
日
で
す

■お問合わせ先　農林課　農政係☎ 0997 － 72 － 1174

■お問合わせ先　大島地区消防組合　瀬戸内分署☎ 0997 － 72 － 1190

■お問合わせ先　瀬戸内警察署☎ 0997 － 72 － 0110

「
共
助
」
―
家
族
や
地
域

で
共
に
助
け
合
う

「
公
助
」
―
自
治
体
、
警

察
、
海
保
、
消
防
な
ど
に

よ
る
救
助
や
救
援
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
結
の
精
神
」
を
大
切
に

自
然
災
害
に
備
え
た
準
備

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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■お問合わせ先　税務課　収納係☎ 0997 － 72 － 1117 暮
ら
し
を
支
え
る
税

■
暮
ら
し
を
支
え
る
税

　

町
税
は
、
皆
さ
ん
の
「
健
康

で
豊
か
な
生
活
」
を
実
現
す
る

た
め
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の

維
持
や
健
康
・
福
祉
の
充
実
、

道
路
等
の
社
会
基
盤
の
整
備
、

教
育
・
産
業
の
振
興
な
ど
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
施
策
の
重

要
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
収
納
率
向
上
の
た

め
新
規
滞
納
者
へ
向
け
て
、
早

い
段
階
か
ら
自
主
納
付
の
催
促

や
滞
納
処
分
を
す
る
な
ど
滞
納

の
解
消
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

■
滞
納
処
分
と
は
？

　

町
税
に
は
税
目
ご
と
に
納
期

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
財

産
の
差
押
え
等
の
強
制
執
行

（
滞
納
処
分
）
に
よ
り
、
町
税

を
徴
収
し
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
約
20
日
後

に
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　

法
律
で
は
、「
督
促
状
を
発

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
税
の
完
納

が
な
い
と
き
」
は
、「
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
地
方

税
法
第
３
３
１
条
）。

　

納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産

調
査
（
国
税
徴
収
法
第
１
４
１

条
に
よ
る
質
問
検
査
権
）
を
実

施
し
、
差
押
え
、
換
価
（
差
し

押
さ
え
た
財
産
の
取
立
て
、
公

売
）
を
行
い
、
滞
納
町
税
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
滞
納
町
税
の
全
額
納
付
に
よ

り
、
差
押
え
は
解
除
に
な
り
ま

す
。

■
納
付
相
談

　

災
害
や
病
気
、
失
業
、
事
業

の
廃
止
お
よ
び
著
し
い
損
失
な

ど
納
税
が
困
難
な
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
収
入
明
細
な

ど
の
生
活
状
況
な
ど
が
わ
か
る

資
料
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

種別 具体例

不動産

・登記簿に差押えを登記するとともに抵当権者等に差押えを通知します。

・差押えられた不動産は、売買等の財産処分が制限されます。

・不動産公売を行い、町税に充当します。
預金・貯金 ・差押さえた預金・貯金を取り立てて、町税に充当します。

給与・年金
・差押え禁止額（国税徴収法第 76 条を適用）を除いた金額を、給与・年金の支払者から取立てし、町税に

充当します。この取立ては滞納が解消するまで毎月続きます。
生命保険 ・生命保険契約を解約し、払戻金を町税に充当します。

売掛金
・差押えられた売掛金の支払いは受けられません。

・支払者から取立てて、町税に充当します。

貴金属など
・貴金属・ブランド品・書画・骨董・自動車・薄型テレビなどの財産を差押え、インターネットオーク

ション等で売却して、町税に充当します。

■財産別差押えと充当の具体例

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
次
の

と
お
り
、
介
護
予
防
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

■
料
金　

無
料
（
男
の
料
理
教
室

は
、材
料
費
の
負
担
が
必
要
で
す
）

介
護
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

■お問合わせ・申込先　保健福祉課　包括支援センター☎ 0997 － 72 － 1153

教室 曜日 時間 内容

元気な笑顔教室 火曜日 午前 9 時 30 分～
体操

元気な足腰講座 火曜日 午後 1 時 30 分～

ひらめき教室（脳トレ） 水曜日 午後 1 時 30 分～ 脳トレ・レク・体操

男の料理教室 木曜日 午前 9 時 30 分～ 料理教室

地域のサロン活動を支援します！

「体操やレクがマンネリ化してきてしまった」、「認知症のことを知りたい」

などお気軽にご相談ください！

■平成 30 年度　瀬戸内町差押件数（平成 31 年 1 月 31 日現在）

件数｜給与：2 件、預金・貯金：19 件、動産（ミラーズロック）：14 件、合計 35 件

金額｜給与：287,400 円、預金・貯金：1,301,096 円、動産（ミラーズロック）：158,800 円、合計 1,747,296 円
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嘉
鉄
小
学
校
体
育
館
で
創
立

１
３
５
周
年
を
迎
え
た
嘉
鉄
小
学

校
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
合

わ
せ
て
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
習
発
表
で
は
、
児
童
に
よ
る

島
唄
や
詞
の
暗
唱
の
ほ
か
、
方
言

を
用
い
な
が
ら
瀬
戸
内
町
の
教
訓

を
島
口
劇
で
披
露
す
る
な
ど
多
彩

な
発
表
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の

発
表
に
来
場
者
か
ら
は
笑
い
声
や

拍
手
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

嘉鉄 小 学 校 創 立135 周
年 記 念 式 典 が 開 催

11 月 10 日（土）創立 135 周年を祝いました

↑ 学 習 発 表 会 と 祝 賀 会

学 習 発 表 会 の ほ か 祝 賀 会 も 開 催 さ れ 、踊 り や 舞 踊 、蘇

刈 集 落 棒 踊 り 、バ ン ド 演 奏 、島 唄 な ど 披 露 さ れ ま し た 。

↑児童によるびんでん太鼓

　

本
町
の
次
期
主
力
農
産
物
と
し
て

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
ア
ボ
カ

ド
の
成
果
報
告
に
ア
ボ
カ
ド
生
産
部

会
長
の
古
俣
文
喜
さ
ん
と
宮
原
農
園

の
宮
原
仲
清
さ
ん
が
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
施
設
栽
培
で
初
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
本
来
な
ら
４
～
５
年
か

か
る
と
こ
ろ
を
２
年
で
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

宮
原
さ
ん
は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
の
有

効
性
を
証
明
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
木
も
大
き
く
な
る
来

年
は
２
倍
の
収
穫
を
め
ざ
せ
た
ら
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

アボ カ ド 生 産 者 部 会 が 栽
培 研 究 の 成 果 報 告 に

11 月 28 日（水）アボカドの産地を目指して

　
　

古
仁
屋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
部
員
30
名
、
義
永
大
樹

監
督
、
岡
野
展
和
コ
ー
チ
）
が
12
月

１
日
に
行
わ
れ
た
、
第
30
回
奄
美
大

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
さ
わ

や
か
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
優

勝
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岡
野
美み

七な

海み

さ
ん

（
古
仁
屋
小
６
年
）
は
「
み
ん
な
の

雰
囲
気
も
良
く
て
、
応
援
席
が
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
優
勝
し
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
回

は
３
月
30
～
31
日
に
京
都
の
西
日
本

大
会
に
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

古仁 屋 バ レ ー ボ ー ル ス ポ ー
ツ 少 年 団 が 優 勝 報 告 に

12 月 6 日（木）優勝おめでとう！
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瀬
戸
内
町
き
ゅ
ら
島
交
流

館
で
18
年
ぶ
り
と
な
る
、博
物

館
が
や
っ
て
き
たin

瀬
戸
内

町
（
主
催
：
県
立
博
物
館
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
５
２
０
０
点
の
動
物
や

昆
虫
、化
石
な
ど
の
展
示
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
液
体
窒
素
を

使
っ
た
科
学
実
験
が
行
わ
れ
、

瞬
時
に
物
を
凍
ら
せ
る
液
体

窒
素
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

香
港
で
開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
ン
・

カ
ヌ
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
レ
ー
シ
ン
グ
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
で
総
合
優

勝
し
た
白
畑
瞬
（
中
央
右
、奄
美
市
）

選
手
と
総
合
３
位
の
清
水
健
太
（
中

央
左
、
瀬
戸
内
町
）
選
手
が
表
敬
訪

問
に
訪
れ
ま
し
た
。白
畑
選
手
は「
奄

美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

し
た
お
か
げ
で
優
勝
で
き
た
、
こ
れ

か
ら
盛
り
上
げ
て
、
日
本
選
手
権
を

誘
致
し
た
い
」
と
話
し
、
清
水
選
手

は
「
銅
メ
ダ
ル
を
地
元
に
持
ち
帰
れ

て
う
れ
し
い
。
子
ど
も
達
に
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

博物 館 が や っ て き た
in 瀬 戸 内 町 が 開 催

12 月 10 日（月）11月 11 日のアジア大会

11 月 10 日（土）たくさんの標本を実際に見ることがきました

カヌ ー 競 技 ア ジ ア 大 会 優
勝 選 手 ら が 表 敬 訪 問 に

↑液体窒素で凍ったバラに触れる生徒

↑ 開 会 式 と 会 場 の 様 子

初 日 に 古 仁 屋 中 学 生 と 池 地 小 学 校 の 児 童 が 参 加 。普 段

見 ら れ な い 動 物 な ど の 標 本 を 見 る こ と が で き ま し た 。

福山 市 立 大 学 と 地 域 振
興 に 係 る 覚 書 を 締 結

12 月 7 日（金）空き家対策と地域振興

　

瀬
戸
内
町
と
福
山
市
立
大
学
（
広

島
県
）
都
市
経
営
学
部
の
根
本
修
平

講
師
の
研
究
室
と
、「
離
島
の
地
域

振
興
に
役
立
つ
学
外
活
動
」
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
室
と
は
大
島
支
庁
瀬
戸

内
事
務
所
と
協
働
で
進
め
て
い
る
、

「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
我
が
事
・
丸
ご

と
支
え
愛
事
業
に
お
い
て
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
の
調
査
で
あ
る
「
空
き

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
調
査
」
で
連
携
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
連
携
を
図
り
、
研

究
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。　
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平成 年度２月号

サッカー（鹿児島県高等学校新人戦）

古仁屋・喜界 ０ ― ３ 出水工業

女子バレーボール（鹿児島県高等学校新人戦）

１回戦 古仁屋 ２ ― ０ 蒲生

２回戦 古仁屋 ０ ― ２ 鹿児島南

柔 道（県下高等学校柔道選手権大会）

団体戦 古仁屋 ０ ― ４ 名桜館

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

地区ＰＴＳ

古仁屋高校の服務規律に関するスローガン 「意識して未来へつなげよう」

消費生活講座

した。講座では，インターネッ

トサイトや などを利用した

若者に多い消費者トラブルの事

例が紹介され，トラブルが起き

たときの対処方法やトラブルに

巻き込まれないためのポイント

を学びました。

大会報告

明治維新 周年「維新未来博」テーマ研究 最優秀賞受賞
２月３日（日）に，明治維新 周年「維新未来博」のテーマ研究の表彰式が，鹿児島市のかごしま県民交流センター

で行われました。古仁屋高校２年生４人が白糖工場をテーマにした研究内容で最優秀賞を受賞し，研究内容を発表しまし

た。

大島地区総文祭

２月５日（火）に，大島消費生活相談所の中村さんをお招きし，

３年生を対象に「高校生の消費生活講座」が本校体育館で行われま

１月 日（水）， 日（木）に，大島地区高校

総合文化祭が徳之島町文化会館で行われました。

古仁屋高校は，吹奏楽部６人，書道部５人が参加

しました。展示部門（書道）では，２年登島かえ

ねさんが高文連賞，２年中野みづきさんと１年喜

村怜さんが奨励賞を受賞しました。ステージ部門

（音楽）では，演奏にダンスを取り入れ，古仁屋

高校吹奏楽部らしい演奏で会場を盛り上げまし

た。最後に，参加者全員で「ふるさと」の合同合

唱奏を行い，絆を深めました。参加した中野みづ

きさんは，「多くの分野の芸術に触れることができ

て良い経験になった。このような取組を通して，

大島地区を盛り上げていきたい。」と語りました。

た。研究発表（テーマ：日本スイーツの聖地～よみがえる奄美大島白糖製

造工場～）では，瀬戸内町の久慈にあった白糖工場について調べ，工場模

型の作製や，小学生を対象にした白糖工場跡地などの地域の近代遺跡を巡

るバスツアーなどの取組を紹介しました。受賞式に参加した濱田怜弥さん

は，「自分たちで調べたり，企画したことをまとめるのは大変だったが，

多くの人に分かりやすく伝わるように工夫した。発表が終わった後，緊張

がほぐれ達成感が溢れ出した。これまでの取組が認められてうれしい。」

と喜んでいました。また，会場には白糖工場の模型も展示され，研究を行

った生徒がブースを訪れた来場者の質問に答えていました。

←奨励賞を受賞した

中野みづきさんの作品

作品制作に取り組む

喜村怜さん演奏の様子

授賞式

研究内容の発表 白糖工場の模型 展示ブースでの説明の様子
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戸
籍
の
窓

司法書士による法律相談会（無料）のご案内

　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　日時：3月14日（木）午前10時～午後１時

　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広 

告

戸
籍
の
窓
は
、
1
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　【
保
護
者
】　【
住
所
】

　
柊
田　

凛り
ん

斗と　
　

智
也　
　

阿
木
名

　

𠮷
谷　

真さ
ね

之ゆ
き　

　

守
満　
　

古
仁
屋

　

吉
田　

羽う

希き　
　

裕
太
郎　

阿
木
名　

　

行
村　

俐り

紬つ　
　

雄
太　
　

瀬
相

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　
　【
本
籍
】

　

磯　

竜
城　
　
　
　

古
仁
屋

　

阿
部　

寧
々
香　
　

古
仁
屋

　

川
畑　

龍
輝　
　
　

請
阿
室

　

山
城　

聖
子　
　
　

古
仁
屋

　

岩
切　

雄
真　
　
　

古
仁
屋

　

與
名
城　

ひ
か
り　

古
仁
屋

　

島
田　

大
輔　
　
　

長
崎
県

　

重
山　

ひ
ろ
か　
　

古
仁
屋

 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　【
名
前
】　
　
　
　【
年
齢
】　【
本
籍
】

　

脇
田　
　

和
彦　
　

73　
　

古
仁
屋

　

永
井　
　

義
一　
　

89　
　

久
慈

　

里　
　
　

力　
　
　

96　
　

清
水

　

井
上　
　

芳
和　
　

70　
　

大
阪
府

　

肥
後　
　

功
子　
　

92　
　

節
子

　

富
岡　
　

紀
美
子　

81　
　

渡
連

　

山
之
内　

清
一　
　

85　
　

蘇
刈

　

義
永　
　

寛
信　
　

56　
　

西
阿
室

　

渡　
　
　

哲
一　
　

84　
　

蘇
刈

　

久　
　
　

光
正　
　

63　
　

諸
鈍

　

宮
内　
　

和
子　
　

90　
　

西
古
見

　

町
田　
　

朝
光　
　

86　
　

古
仁
屋

　

德　
　
　

島
茂
治　

78　
　

諸
鈍

　

田
中　
　

タ
ミ
子　

90　
　

瀬
武

　

中
村　
　

サ
ダ
子　

85　
　

古
仁
屋

　

中
島　
　

ハ
ル　
　

87　
　

薩
川

　

榮　
　
　

義
満　
　

81　
　

勝
浦

　

德
田　
　

貞
雄　
　

81　

秋
徳

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ
（
１
月
分
）

　【
遺
族
】　
　
　
　【
故
人
】　【
住
所
】

　

渡　

文
一　
　
　

哲
一　
　

瀬
久
井

一
般
寄
付
金
と
し
て
社
協
へ

　【
名
前
】

　

匿
名

総
合
計
金
５
万
円
也

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

広報せとうち有料広告募集

企画課 情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112
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ご家庭の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを
募集します。（町内在住者に限ります）　住所、氏名、連絡先、お子さん
の名前（ふりがな）・生年月日、48 文字以内のメッセージを記入し、写
真を郵送またはメール（2MB 以内） で送付ください。企画課窓口でも受
け付けます。
※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。

（写真返却不可）
■企画課　情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112
＜郵送での申込み＞〒 894-1592 企画課広報「せとうちのアイドル」係
＜ メールでの申込み＞ joho@town.setouchi.lg.jp まで

「せとうちのアイドル」大募集！

せ
ア

うち

と の
イ ド ル

瀬戸内町公式 SNS｜ QRコードをスマートフォンで読み取ることで簡単アクセス！

公式フェイスブック 公式ツイッター 公式ユーチューブ

第２回かけろま島音まつり～ 7 世代先も、みんなで奏でる島の音～の案内

昨年度クリスマスに開催した「かけろま島音まつり」が 3 月に帰ってきます！休校中の俵小学校の校庭で開催される音楽イベ

ント。島唄はもちろん、町内人気のあのブラスバンドや夏に上演したミュージカルも出演。食べ物やマッサージブースに手作

りワークショップなどもあります。最後はみんなで輪になって八月踊りを踊りましょう♪ご来場お待ちしています！

■日時：3 月 16 日（土）午前 11 時～午後 3 時、■会場：休校中の俵小学校校庭・かけろま手しごと工房

（瀬相港よりバスで 5 分、徒歩 20 分。10:20 古仁屋発のフェリーがおすすめです。）

■出演：がじゅまるバンド、里朋樹＆田井陽子、伊子茂ウクレレーズ、ミュージカル「ユイツナグ」、重田三味線教室、など

■出店：あみあみ倶楽部、やまとや、tiki coffee kakeroma、みつろうクリームワークショップ、など

■出演・出店の申込み・お問合せはこちらまで

瀬戸内町地域おこし協力隊　長紘子（おさひろこ）　TEL：080-9245-6980　MAIL:setouchi.chiikiokoshi@gmail.com

［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索

最新情報は Facebook をチェック！

瀬戸内町産 農産物 1 月売れ筋ベスト 3 　1.大根 2.きゅうり 3.スナップ、エンドー

３月の野菜の入荷予定

通信

生産者会の本島視察研修

1 月は「大根」が 1 位。切り干し大根をつくるため、家の庭で干している方を良く
お見かけします。そして、２位にきゅうりが急上昇しています。町営農支援センタ
ーの温室きゅうりに加え、露地きゅうりも多く大変助かりました。３位のスナップ
エンドーはベーターカロテン、ビタミン C、カリウム、カルシウムなど栄養のバランスが良い野菜です。

１月下旬に生産者会の本島視察研修が開催され、生産者会員総勢 22 名の方が参加しました。奄美市内の若手農
家さん３名の畑や朝戸にある奄美市農業研究センターで研修しました。実えんどうやかぼちゃ、ブロッコリー、
ミニトマトなど多くの畑を見学しました。視察先の農家さんの施設や栽培、管理方法に会員の生産者さんから驚
きの声やとても勉強になるといった声が聞こえてきました。視察先にて熱心に多くの質問が飛び交い、今後の生
産意欲がとても向上したように思います。今後とも頑張っていきたいと思います！

3 月は加計呂麻島の新糖が続々入荷しています。昨年の台風の影響で多くの作物が大ダメージを受け、「サトウキ
ビの糖度が上がらないのでは？」といったお話を聞きました。でもしっかりとサトウキビは台風にも負けずに成
長してくれました。その他、新じゃが、新玉ネギ、ツワブキが入荷予定です。この時期にしか食べられない島で
つくられた作物をぜひ、見逃さずにみしょってください。今ツワブキも旬です、煮物や佃煮にどうぞ！

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 　☎75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　　 ☎72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林    　☎080-2707-8602


